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1950 年にフランスのKastler が提案し、1966 年にはノーベル物理学賞を授与されている。
この光ポンピングをアルカリ金属原子に対して行い磁気センサとして用いる原理も 1957 年に既に報
告されていたが感度が低く、その用途は限られ極微弱な磁場を検出する必要のある生体磁気計測、中で

















free: SERF 条件）を満たせばセンサの感度が 10-16 T / Hz1/2 オーダまで到達可能であることが 2002 年に
実験的に示された。従って、SERF 条件を満たすポンプ - プローブ型が最も高感度のOPAMである。
OPAMは、測定体積が小さくても高い感度を保つことが期待でき、多チャンネル化により高い空間分










OPAM を用いた MEG 計測については、これまで























































右上の写真に示す 0.3T －低磁場MRI 装置（日立、AIRIS 
Vento）を用いて、神経磁場をスピンロックシーケンスに
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